しま.. f.- 

島々 と 云 ふ 町の 宿屋へ 着いた の は、 午過ぎ —— もう 

あが かまち 

夕方に 近い 頃であった。 宿屋の 上 リ框に は、 三十 

恰好の 浴衣の 男が、 青竹の 笛 を 鳴らして ゐた。 

私 は その 癇 高い 音 を 聞きながら、 埃に まみれた 草 

をん な たら ひ 

鞋の紐 を 解いた。 其処へ 婢が 浅い 盥に、 洗足の 水 を 

汲んで 来た。 水 は 冷たく 澄んだ 底に、 粗い 砂 を 沈めて 

ゐた。 

二階の 縁側の 日除けに は、 日の 光が 強く 残って ゐ た。 

そのせ ゐか畳 も 襖 も、 残酷な 程む さくる しく 見えた。 



夏服 を 浴衣に 着換 へた 私 は、 括り枕 を 出して 貰って、 

長長と 仰向けに 寝ころんだ 儘、 昨日 東京 を 立つ 時に 買 

たまぎ くどうろう 

つた 講談 玉 菊 燈籠を 少し 読んだ。 読みながら、 浴衣の 

糊の 臭 ひが、 始終 気になって 仕方がなかった。 

日が かげる とさつき の婢 が、 塗りの 剝 げた 高 盆に 〔# 

「高 盆に」 は 底本で は 「高 盆の 匕 湯 札 を 一 枚の せて 来た。 

さう して 湯屋 は 向う側に あるから、 一 風呂 浴びて 来て 

くれと 云った。 

それから 繩の緖 の 下駄 を はいて、 石高な 路の 向う に 

ある 小さな 銭湯へ は ひりに 行った。 湯屋 は 着物 を 脱ぐ 

所が、 やっと 二 畳ば かりし かなかった。 



私 は 苦笑 〔# 「苦笑」 は 底本で は 「苦 突 匕 した。 上 州 

あさま やま きそ おんたけ こま たけ 

の 三 山、 浅 間 山、 木 曾の 御嶽、 それから 駒ケ嶽 —— そ 

ほか 

の 外 山と 名づ くべき 山に は、 一度 も 登った 事の ない 私 

であった。 

「さう さな。 まづ 山岳 会の 連中 並みに 歩ければ、 見つ 

けものと 思 つ て 貰 はう ご 

男が 階下へ 去った 時、 私 はすぐ に 床 を 敷いて 貰って、 

古 蚊帳の 中に 横にな つた。 戸 を 明け 放った 縁側の 外に 

は、 暗い 山に 唯一 点、 赤い 炭焼きの 火が 動いて ゐた。 

それが かすかながら、 私の 心に、 旅愁と も 云 ふべき 寂 

しさ を 運んで 来た。 



「畜生、 鉄砲 さへ あれば、 逃し はしない の だが ご 

案内 者 は 足 を 止めて、 忌々 しさう に 舌打ち をし なが 

とち 

ら、 路 ばた の橡の 大木 を 見上げた。 

橡の 若葉が 重なり合って、 路の 上の空 を 遮った 枝に 

は、 二 匹の 仔 猿 を つれた 親 猿が、 静に 私たち を 見下し 

てゐ た。 

おもむろ 

私 は 物珍しい 眼 を 挙げて、 その 三 匹の 猿が 徐 に、 

〔# 「に、」 は 底本で は 「、 に 匕 梢 を 伝って 行く 姿 を 眺め 

た。 が、 猿 は 案内 者に とって は、 猿で あるよりも 先に 

獲物であった。 彼 は 立ち去り 難い やうに、 橡の梢 を 仰 

ぎながら、 礫 を 拾って 投げたり した。 



堆 く 肩に 背負って ゐた。 それに も 関らず 峠へ かかる 

と、 彼と 私の 間の 距離 は、 だんだん 遠く 隔たり 始めた。 

三十 分の 後、 とうとう 私 はたった 一人、 山路 を 喘い 

で 行く 旅人に なった。 うす 日に 蒸さ れた 峠の 空気 は、 

無気味な 静寂 を 孕んで ゐた。 馬糞に たかって ゐる 蛇の 

ノ J ざ 

目 蝶と 蓖を 煽って 行く 私、 —— それが この 急な 路の上 

に、 生きて 動いて ゐ るすべ てであった。 

と 思 ふと 鈍い 翅音 がして、 青黒い 一 匹の 馬蠅 が、 ぺ 

たりと 私の 手の甲に 止まった。 さう して 其処 を 鋭く 刺 

した。 私 は 半ば 動顚 しながら、 一 打ちに その 馬 蠅を打 

ち 殺した。 「自然 は 私に 敵意 を 持って ゐるご —— そん 



な 迷信 じみた 心 もちが 一 層 私 を わくわく させた。 

私 は 痛む 手 を 抱へ ながら、 無理やりに 足 を 早め 出し 

た。 …… 

三 

その 曰の 午後、 私たち は 水の 冷たい 梓川の 流 を 徒 

渉した。 

川 を 埋め 残した 森林の 上に は、 飛 驛信濃 境の 山々 が、 

—— 殊にう す 雲った 穂 高山が、 ※阮 〔# 「山 + 賛」、 145- 

上^〕 と 私たち を 見下して ゐた。 私 は 水 を 渡りながら、 



こじま うすい 

た。 これが 小島 烏 水 氏 以来、 屡 槍 ケ嶽の 登山者が 一宿 

する、 名高い 嘉門 治の 小屋であった。 

案内 者 は 小屋の 戸 を 開ける と、 背負って ゐた 荷物 を 

其処へ 下した。 小屋の 中には 大きな 囲爐裡 が、 寂しい 

灰の 色 を 拡げて ゐた。 案内 者 は その 天井に 懸けて あつ 

た、 長い 釣竿 を 取り 下してから、 私 一人 を 後に 残して、 

やまめ 

夕飯の 肴に 供すべく、 梓川の 山女 を 釣りに 行った。 

私 は蘧ゃ 雑囊を 捨てて 暫く 小屋の 前 を ぶらついて ゐ 

た。 すると 熊笹の 中から、 大きな 黒斑ら の 牛が 一 匹、 

のそのそ 側へ やって来た。 私 は 稍 不安に なって 小屋の 

うる 

戸口へ 退却した。 牛は沾 〔# 「沾」 は 底本で は 「沽匕 ん 



底本" 「現代 日本 紀行文 学 全集 中部 日本 編」 ほる ぷ出 

版 

1976 (昭和お) 年 8 月 ー 日 発行 

初出 ： 「改造」 改造 社 

1920 (大正 9) 年 7 月 

※巻末に 1920 (大正 9) 年 6 月 記と 記載 有り。 

※疑問 箇所の 確認と 訂正に あたって は、 「芥川龍之介 

全集 第 六 巻」 岩波 書店、 19 96 (平成 8) 年 4 月 

8 日 発行 を 参照した。 

※ 「それに も 関らず 峠へ かかる と、 彼と 私の 間の 距離 

は、 だんだん 遠く 隔たり 始めた ご は、 「芥川龍之介 全 



集 第 六 巻」 岩波 書店、 199 6 (平成 8) 年 4 月 8 

日 発行 (以下 同) では、 「それに も 関らず 峠へ かかる と、 

彼と 私との 間の 距離 は、 だんだん 遠く 隔たり 始めた ご 

とされて おり、 「彼と 私の 間」 ではなく、 「彼と 私との 

間」 とな つ ている。 
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》 「馬糞に たかって ゐる 蛇の目 蝶と 蓖を 煽って 行く 私、 

—— それが この 急な 路の 上に、 生きて 動いて ゐ るすべ 

ござ 

てであった ご は、 「馬糞に たかって ゐる 蛇の目 蝶と 蓮 

を 煽って 行く 私と、 —— それが この 急な 路の 上に、 生 

きて 動いて ゐ るすべ てであった ご とされて おり、 「煽 

つて 行く 私、」 ではなく、 「煽って 行く 私と、」 となって 



いる。 

うる 

》 「牛 は沾 〔# 「沾」 は 底本で は 「沽匕 んだ眼 を 挙げて、 

うる 

じっと 私の 顔 を 眺めた ご は、 「牛 は 沾んだ 眼 を 挙げて、 

ぢ つと 私の 顔 を 眺めた ご とされて おり、 「じっと」 で 

はなく、 「ぢ つと」 となって いる。 

》 「私たちの 左手に 続いて ゐる 絶壁 上 を 指さし なが 

ゆんで 

ら、」 は、 「私たちの 左手に 続いて ゐる 絶壁の 上 を 指さ 

しながら、」 とされて ぉリ、 「絶壁 上」 ではなく、 「絶壁 

の 上」 とな つ ている。 

※ 「小雨に 濡れた 案内 者 は、 剛情な 歩み を 続けながら、 

相 不変 無愛想に かう 答へ た ご は、 「小雨に 濡れた 案内 



者 は、 剛情な 歩み を 続けながら、 不相変 無愛想に かう 

答へ た ご とされて おり、 「相 不変」 ではなく、 「不相 変」 

とな つてい る。 

入力： 林 幸 雄 

校正 ： 砂場 清隆 
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